
『
本
朝
文
粋
』
は
、
九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
初
め
に
か
け
て
邦
人
の
手
で
作
ら
れ
た
優
れ
た
漢
詩
文
を
類
聚
し
て
、
十
一
世
紀
半
ば
に

成
立
し
た
。
編
者
の
藤
原
明
衡
（
九
八
九
～
一
○
六
六
）
は
、
漢
文
学
の
衰
退
期
に
あ
っ
て
、
唐
風
文
化
隆
盛
時
代
の
遺
産
を
後
代
に
伝

え
る
た
め
に
本
書
を
編
纂
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
は
詩
賦
・
勅
書
・
官
符
・
奏
状
・
詩
序
・
願
文
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
作

品
の
種
類
に
よ
っ
て
部
門
に
分
け
て
分
類
し
、
全
十
四
巻
に
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
別
の
分
類
形
式
は
文
選
に
倣
っ
た

も
の
と
さ
れ
る
が
、
結
果
的
に
本
書
を
文
章
作
成
の
際
の
模
範
例
文
集
と
し
て
利
用
し
や
す
い
も
の
に
し
た
。
た
と
え
ば
、
奏
状
を
起
草

す
る
場
合
に
は
奏
状
部
を
収
め
て
い
る
巻
第
五
・
六
・
七
を
参
照
し
、
随
意
に
作
品
を
選
ん
で
参
考
に
す
れ
ば
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
実
用

書
と
し
て
享
受
さ
れ
た
の
で
、
本
書
の
古
写
本
は
比
較
的
多
く
伝
存
し
て
い
る
が
、
同
じ
理
由
か
ら
伝
本
の
ほ
と
ん
ど
は
全
巻
揃
っ
た
完

（
９
△
）

本
と
し
て
で
は
な
く
、
一
巻
も
し
く
は
二
巻
の
み
の
形
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
利
用
者
は
全
十
四
巻
に
分
類
収
録
さ
れ
た
様
々
な
ジ
ャ
ン

ル
の
中
で
、
自
分
に
必
要
な
文
章
を
含
む
巻
だ
け
を
手
元
に
置
い
て
お
け
ば
用
は
済
む
。
た
と
え
ば
願
文
を
頻
繁
に
作
成
し
な
け
れ
ば
な

身
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過
程
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身
延
本
は
、
巻
第
一
を
欠
く
十
三
巻
の
巻
子
本
で
、
料
紙
は
天
地
記
・
５
セ
ン
チ
、
幅
如
・
６
セ
ン
チ
の
楮
紙
を
用
い
て
い
る
。
烏
糸

欄
が
引
か
れ
て
お
り
、
界
高
配
・
１
セ
ン
チ
、
界
幅
２
．
６
セ
ン
チ
、
各
紙
十
五
行
で
あ
る
。
各
紙
の
中
ほ
ど
に
縦
の
折
目
跡
が
残
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
中
世
に
冊
子
本
に
改
装
さ
れ
た
際
の
名
残
り
で
あ
る
。
巻
首
か
ら
順
に
折
目
を
観
察
す
る
と
、
一
つ
お
き
に
糊
の
に
じ

み
跡
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
折
本
の
背
を
糊
付
け
し
た
旋
風
装
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
装
丁
は
昭
和
三
十
三
年
の
修
理
の
際
に
巻
子

本
に
直
さ
れ
、
冊
子
本
で
あ
っ
た
時
の
表
紙
は
別
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
白
色
の
も
の
と
茶
色
の
も
の
と
二
種
類
が
あ
り
、
白
い

表
紙
は
、
天
地
訂
・
９
セ
ン
チ
、
幅
姐
・
８
セ
ン
チ
、
茶
色
の
表
紙
は
天
地
記
・
５
セ
ン
チ
、
幅
四
・
８
セ
ン
チ
で
あ
る
。
本
文
に
は
墨

筆
の
仮
名
点
・
返
点
・
声
点
（
圏
点
）
・
異
本
注
記
・
本
文
注
記
、
朱
筆
の
ヲ
コ
ト
点
が
附
さ
れ
、
紙
背
に
は
、
本
文
中
の
語
句
に
関
す

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

ら
な
い
僧
侶
は
、
願
文
部
を
収
め
た
巻
第
十
三
を
参
照
す
れ
ば
事
足
り
る
の
で
あ
り
、
官
位
の
昇
進
を
求
め
る
奏
状
を
収
録
す
る
巻
第
六

な
ど
は
不
用
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
本
書
を
享
受
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
全
十
四
巻
か
ら
必
要
な
巻
だ
け
を
抜
出
し
て
転
写

さ
れ
、
そ
の
ま
ま
伝
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
三
十
種
ほ
ど
の
古
写
本
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
八
割
は
零

本
で
あ
り
、
完
本
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
身
延
山
久
遠
寺
所
蔵
本
（
以
下
「
身
延
本
」
）
と
そ
の
転
写
本
の
み
な
の
で
あ
る
。
寛
永
六

年
刊
古
活
字
本
も
身
延
本
の
系
統
を
引
い
て
お
り
、
こ
れ
を
底
本
と
し
た
国
史
大
系
本
が
、
現
在
も
っ
と
も
利
用
さ
れ
て
い
る
本
文
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
『
本
朝
文
粋
』
の
全
文
は
身
延
本
に
よ
っ
て
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
書
写
年
代
が
古
く
奥
書
を
残
し
て

い
る
こ
と
も
併
せ
て
、
諸
本
中
の
最
善
本
と
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
最
善
本
た
る
身
延
本
に
つ
い
て
書
誌
的
な
面
か
ら

考
察
を
加
え
、
そ
の
伝
存
の
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

２
身
延
本
の
形
態

(2”）



る
注
記
が
記
さ
れ
て
い
蕊
。

（
巻
第
七
）

（
巻
第
五
）

（
巻
第
六
）

（
巻
第
四
）

【
善人

一
、

（
巻
第
三
）

（
巻
第
二
）

御
本
云
、
／
文
永
八
年
二
月
九
日
、
以
二
相
州
御
本
一
、
書
写
／
点
校
畢
。
抑
此
御
本
者
、
最
明
寺
禅
門
之
／
御
時
、
仰
二
故
教
隆
真

人
一
、
被
レ
点
云
々
。

各
巻
の
奥
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
奥
云
、
／
文
永
七
年
六
口

真
人
一
、
被
一
一
加
点
一
云
々
。

／
文
永
七
年
六
月

文
永
八
年
、
／
此
害
者
、
最
明
寺
禅
門
之
御
時
、
／
仰
二
故
教
隆
真
人
一
、
終
二
朱
墨
／
之
点
一
而
已
。

本
奥
云
、
／
此
書
、
於
世
間
尤
大
要
也
。
価
手
身
朱
墨
／
共
加
点
畢
。
／
前
参
河
守
清
原
在
判

第
五
）
（
奥
書
部
分
欠
損
）

加
点
而
已
。

文
永
六
年
五
月
廿
一
日
、
以
二
相
州
御
／
本
一
、
書
写
点
校
畢
。
抑
此
御
本
者
、
／
最
明
寺
禅
門
之
御
時
、
仰
二
故
教
／
隆
真
人
一
、

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
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廿
一
日
、
以
二
相
州
御
本
一
、
書
写
／
点
校
畢
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抑
此
御
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、
最
明
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之
／
御
時
、
仰
二
故
教
隆

(2m)



本
云
、
／

（
巻
第
十
四
）

此
書
、
叫
世

巻 巻

季董筆
三云己

此
書
、
丑

（
巻
第
十
一
）
於

（
巻
第
九
）

（
巻
第
十
）

（
巻
第
八
）

建
治
二
年
潤
三
月
十
六
日
、
於
二
二
階
堂
杉
谷
一
、
／
令
一
一
書
写
一
畢
。

本
云
、
／
最
明
寺
禅
門
之
御
時
、
仰
二
故
教
隆
真
人
一
、
被
一
／
加
点
一
云
々
。

本
奥
云
、
／
文
永
七
年
六
口

○

真
人
一
、
被
二
加
点
一
云
々
。

／
文
永
七
年
六
月

加
点
一
云
々
。

文
永
八
年
三
月
七
日
、
以
二
相
州
御
／
本
一
書
写
四
醐
即
。
／
抑
此
御
本
者
、
最
明
寺
禅
門
之
／
御
時
、
仰
二
故
教
隆
真
人
一
、
被
二

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
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間
流
布
之
点
錐
レ
ロ
、
／
猶
紙
謬
有
歎
。
価
最
呪
酎
／
禅
門
之
御
時
、
課
二
故
教
隆
／
真
人
一
、
被
二
加
点
一
云
々
。

二
世
間
一
尤
大
要
也
。
価
手
身
／
朱
墨
共
加
点
畢
。
／
前
参
河
守
清
原
在
判

（
巻
末
部
分
散
供
）

／
最
明
寺
禅
門
之
御
時
、
仰
二
故
教
隆
真
人
一
、
被
二
加
点
一
云
々
。

廿
一
日
、
以
二
相
州
御
本
一
、
書
／
写
点
校
畢
。
抑
此
御
本
者
、
最
明
寺
禅
門
／
之
御
時
、
仰
二
故
教
隆

(”2）



奥
書
中
に
見
え
る
最
明
寺
禅
門
と
は
、
執
権
北
条
時
頼
（
一
二
二
七
～
一
二
六
三
）
を
指
し
て
い
る
。
康
元
元
年
（
一
二
四
六
）
に
執

権
職
を
退
い
て
出
家
し
、
最
明
寺
入
道
覚
了
房
道
崇
と
号
し
た
の
で
、
「
最
明
寺
禅
門
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
建
長
元
年
（
一
二
四
九
）
に

相
模
守
に
任
じ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
蔵
書
を
「
相
州
御
本
」
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

清
原
教
隆
（
二
九
九
～
一
二
六
五
）
は
、
明
経
博
士
家
清
原
家
の
出
自
で
、
権
少
外
記
・
相
模
介
・
音
博
士
を
経
て
仁
治
元
年
（
一

二
四
○
）
に
正
五
位
下
に
進
み
、
そ
の
後
参
河
守
・
直
講
・
大
外
記
な
ど
を
歴
任
し
た
。
兄
の
仲
宣
が
朝
廷
に
仕
え
た
の
に
対
し
て
、
教

隆
は
鎌
倉
へ
下
っ
て
将
軍
の
侍
講
を
勤
め
、
幕
府
の
文
教
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
金
沢
実
時
が
教
隆
に
師
事
し
、
の
ち
に
金
沢
文
庫
を
設

立
す
る
に
至
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

奥
書
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、
ま
ず
、
北
条
時
頼
が
清
原
教
隆
に
加
点
さ
せ
た
本
が
あ
り
、
「
相
州
御
本
」
と
呼
ば
れ
る
。
加
点
が
行

ｊ

わ
れ
た
の
は
一
二
六
五
年
（
教
隆
の
没
年
）
以
前
で
、
教
隆
が
鎌
倉
で
活
躍
し
た
一
二
五
○
年
代
で
あ
ろ
う
。
奥
書
の
ｘ
回
か
ら
す
る
と
、
鞭く

本
文
自
体
は
そ
れ
以
前
か
ら
用
意
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
「
相
州
御
本
」
が
、
文
永
年
間
に
転
写
さ
れ
る
。
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
に
巻
第
一
と
巻
第
三
、
文
永
七
年
に
巻
第
七
と
巻
第

十
一
、
文
永
八
年
に
巻
第
六
と
巻
第
八
の
書
写
点
校
が
完
了
し
て
お
り
、
巻
第
一
か
ら
順
に
転
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
阿
部
隆
一
氏
は
、

北
条
実
時
が
文
氷
九
年
に
『
本
朝
続
文
粋
』
を
書
写
し
、
金
沢
文
庫
に
収
蔵
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
文
永
年
間
に
「
相
州
御
本
」
を

転
写
し
た
の
は
実
時
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
麺
。

文
永
書
写
本
は
、
さ
ら
に
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
に
二
階
堂
杉
谷
に
お
い
て
転
写
さ
れ
る
。
二
階
堂
と
は
、
中
世
に
鎌
倉
の
二
階
堂

に
伽
藍
を
構
え
て
い
た
永
福
寺
の
別
名
で
、
こ
こ
の
僧
侶
が
金
沢
文
庫
の
文
永
写
本
を
借
り
受
け
、
転
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
業

は
数
人
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
巻
に
よ
っ
て
筆
跡
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
建
治
写
本
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
身
延
山
に
所
蔵
さ
れ
る
よ
う

身
延
本
『
本
朝
文
粋
」
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）



身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

書
記
形
式
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
巻
は
「
本
朝
文
粋
巻
第
（
幾
）
」
と
い
う
内
題
か
ら
始
ま
る
。
内
題
は
第
一
紙
の
一
行
目
を
空
白
に

し
て
二
行
目
に
書
か
れ
る
が
、
こ
の
一
行
目
に
後
世
の
書
入
れ
が
記
さ
れ
て
い
る
。
巻
第
二
・
四
・
六
・
七
・
八
・
十
二
に
「
甲
州
身
延

山
久
遠
寺
公
用
」
、
巻
第
三
・
九
・
十
三
に
「
甲
州
身
延
山
久
遠
寺
常
住
」
、
巻
第
十
四
は
巻
末
の
奥
書
の
後
に
「
身
延
山
公
蕊
苛
畜
也

と
あ
る
。
巻
第
五
。
十
・
十
一
は
巻
首
部
分
が
破
損
し
て
お
り
、
そ
れ
と
同
時
に
書
入
れ
が
失
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
軍
も
と
は
全

て
の
巻
に
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
巻
第
十
四
の
み
巻
末
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
、
こ
れ
は
書
入
れ
が
行
わ

れ
た
時
に
、
す
で
に
巻
首
が
破
損
し
て
い
た
た
め
に
、
巻
末
に
記
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
時
期
に
各
巻
の
巻
首
に
書

入
れ
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
時
巻
第
十
四
は
巻
首
部
分
が
破
損
し
て
い
た
の
で
、
巻
末
に
書
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
巻
第
五
・
十
・
十

Ｊ

一
の
巻
首
も
破
損
し
て
書
入
れ
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

麺く

内
題
に
続
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
作
品
の
目
録
が
記
載
さ
れ
る
。
近
世
の
刊
本
な
ど
は
こ
の
部
分
を
独
立
さ
せ
、

全
体
の
目
録
と
し
て
一
巻
に
ま
と
め
て
全
十
五
巻
に
仕
立
て
て
お
り
、
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
の
江
戸
時
代
初
期
の
写
本
も
こ
れ
に
倣
っ

て
い
る
。
記
載
形
式
は
ま
ず
天
界
線
に
接
し
て
部
立
て
の
名
称
を
書
く
。
項
目
に
よ
っ
て
下
位
分
類
さ
れ
て
い
る
部
門
の
場
合
は
一
段
下

げ
て
項
目
名
を
記
し
、
そ
の
下
に
作
品
名
と
作
者
名
を
列
記
し
て
い
く
。
こ
の
形
式
は
諸
本
に
共
通
し
て
い
る
。
目
録
の
後
に
本
文
が
始

ま
る
。
身
延
本
の
本
文
は
全
文
偕
書
で
書
記
さ
れ
、
ヲ
コ
ト
点
・
仮
名
点
・
声
点
・
返
点
な
ど
は
本
文
部
分
に
だ
け
施
さ
れ
る
。
本
文
が

終
了
す
る
と
、
一
行
あ
け
て
「
本
朝
文
粋
巻
第
（
幾
）
」
と
い
う
尾
題
を
書
き
、
さ
ら
に
二
行
ほ
ど
あ
け
て
奥
書
が
記
さ
れ
る
。

３
本
文
の
欠
損
部
分
に
つ
い
て



身
延
本
は
室
町
時
代
以
降
、
盛
ん
に
転
写
さ
れ
て
お
り
、
各
地
に
身
延
本
系
の
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
身
延
本
系
以
外
の
古

写
本
が
す
べ
て
断
片
的
な
形
で
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
身
延
本
は
明
経
家
清
原
教
隆
の
加
点
本
の
系
統
を
引
く
貴
重

な
完
本
と
し
て
、
古
く
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
各
巻
巻
首
に
記
さ
れ
た
「
身
延
山
久
遠
寺
公
用
」
・
「
身
延
山
久

遠
寺
常
住
」
と
い
う
語
も
、
そ
の
重
要
性
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
転
写
を
重
ね
閲
覧
の
機
会
が
増
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

損
傷
を
受
け
る
危
険
も
増
大
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
か
、
身
延
本
に
は
本
文
が
失
わ
れ
て
い
る
箇
所
が
散
見
す
る
。

こ
れ
ら
の
本
文
の
欠
損
を
繕
っ
て
元
の
文
章
の
再
生
を
図
る
際
、
出
来
る
限
り
破
損
前
の
本
文
を
正
確
に
復
元
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
身
延
本
の
場
合
、
転
写
本
が
多
数
伝
存
し
て
い
る
の
で
、
転
写
が
行
わ
れ
た
後
に
受
け
た
損
傷
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
本
来
の
本
文
に
近
い
も
の
を
再
生
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
身
延
本
系
の
写
本
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
陽
明
文
庫
所
蔵
室
町
末
期
写
本
十
四
冊

巻
第
三
・
四
・
七
・
八
・
十
一
・
十
二
・
十
三
に
身
延
本
の
文
永
の
年
紀
を
も
っ
た
本
奥
書
を
転
記
す
る
。

巻
第
十
四
に
次
の
奥
書
を
有
だ
。

平
々
他
々
平
々
他
他
々
平
々
他
々
平

他
々
平
々
々
他
々
平
々
他
々
々
平
々

ニ
ー
ア

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

ム

ヲ
コ
ト
０
ハ

ス

(2妬）



巻
第
四
・
八
に
文
永
の
本
奥
書
を
記
す
。

⑤
国
会
図
書
館
所
蔵
寛
永
元
年
写
本
二
巻
合
綴
七
冊

⑥
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
江
戸
初
期
写
本
二
巻
合
綴
七
冊

右
の
う
ち
、
特
に
①
～
④
は
、
奉
文
の
み
な
ら
ず
仮
名
点
や
異
本
注
記
に
い
た
る
ま
で
か
な
り
忠
実
に
転
写
し
て
お
り
、
身
延
本
本
文

の
破
損
箇
所
の
多
く
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。

つ
ぎ
に
本
文
が
大
幅
に
欠
落
し
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
、
順
次
考
察
を
加
え
る
。

④
内
閣
文
庫
所
蔵

林
羅
山
旧
蔵
本

②
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
室
町
末
期
写
本
十
四
冊

巻
第
一
・
二
・
三
・
四
・
七
・
八
・
十
・
十
一
・
十
四
に
文
永
の
本
奥
書
を
記
す
。

③
大
和
文
華
館
所
蔵
慶
長
二
十
年
写
本
十
四
冊

巻
第
一
・
二
・
四
・
六
・
七
・
十
・
十
一
・
十
二
・
十
四
に
文
永
の
本
奥
書
を
記
す
。
後
表
紙
見
返
に
「
正
五
位
上
荒
木
田
神
主

永
春
求
し
之
」
と
い
う
識
語
が
あ
る
。
ま
た
、
巻
第
五
に
次
の
奥
書
を
有
す
。

干
し
時
慶
長
乙
卯
大
籏
下
涜
、
依
一
貴
命
一
、
稜
一
一
白
紙
一
畢
。

④
内
閣
文
庫
所
蔵
江
戸
初
期
写
本
十
四
冊

南
無
阿
弥
陀
仏
一
・

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

弘
安
九
年
蛎
三
月
中
旬
、
於
二
上
野
国
伊
野
郷
一
如
レ
／
形
仏
法
興
隆
儀
相
存
。
生
年
廿
五
書
了
。
／
後
見
人
、
念
仏
十
返
、

(2妬）



。
『
本
光
国
師
日
記
』

。
『
本
光
国
師
日
記
』

。
『
本
光
国
師
日
記
』

（
慶
長
二
十
年
四
月
二
日
の
条
）

一
同
日
。
身
延
之
上
人
状
来
。
在
府
也
。
昨
日
、
御
礼
申
上
恭
由
也
。
使
僧
ア
リ
。
金
藤
半
右
衛
門
。
御
ま
ん
さ
ま
よ
り
御
使
二

被
し
来
・
本
朝
文
粋
ニ
ョ
リ
十
四
迄
十
三
冊
来
。
此
時
之
状
目
安
箱
ニ
ァ
リ
。

陽
明
文
庫
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
は
全
十
四
冊
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
転
写
が
行
わ
れ
た
室
町
時
代
末
期
の
時
点
で
は
身
延
本
も
全
巻
揃
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
間
も
な
く
巻
第
一
が
散
供
し
た
よ
う
で
あ
る
。
近
世
初
期
に
こ
の
欠
巻
に
つ
い
て
の
記
録
が
あ
る
。
慶
長

十
九
年
（
一
六
一
四
）
に
幕
府
は
大
規
模
な
典
籍
の
蒐
集
を
始
め
、
諸
方
に
古
書
を
求
め
て
五
山
僧
に
転
写
さ
せ
、
江
戸
城
の
富
士
見
亭

に
収
蔵
し
た
。
こ
の
と
き
、
身
延
山
か
ら
も
『
本
朝
文
粋
』
を
借
り
受
け
、
転
写
し
た
こ
と
が
『
本
光
国
師
日
記
』
・
『
駿
府
記
』
な
ど

に
収
垂
威
し
た
。
こ
（

の
記
事
に
み
え
誌
↑

（
慶
長
二
十
年
閏
六
月
九
日
の
条
）

本
朝
文
粋
全
部
十
四
冊
○
表
紙
箱
緒
以
下
出
来
。
則
二
条
御
殿
へ
持
参
、
浅
井
七
平
を
頼
候
て
上
申
候
。
（
中
略
）
一
ノ
巻
ハ
身
延

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

（
慶
長
二
十
年
六
月
四
日
の
条
）

一
同
四
日
。
身
延
之
物
之
本
。
本
朝
文
粋
十
三
冊
。
日
下
部
五
郎
八
殿
へ
渡
。
請
取
状
有
。
懸
硯
箱
二
入
置
。
本
朝
文
粋
十
四
冊
に

て
全
部
之
本
に
て
候
へ
ど
も
、
同
一
冊
前
ヨ
リ
不
足
に
て
、
以
上
十
三
冊
也
。
日
下
部
五
郎
八
殿
ヨ
リ
身
延
へ
可
レ
被
二
返
渡
一
也
。

ａ
巻
第
一
の
散
侠

(”7）



こ
れ
に
よ
る
と
、
幕
府
が
久
遠
寺
か
ら
身
延
本
を
取
寄
せ
た
の
は
、
慶
長
二
十
年
（
一
六
一
五
）
四
月
二
日
の
こ
と
で
、
ま
た
、
「
同

一
冊
前
よ
り
不
足
に
て
、
以
上
十
三
冊
也
」
と
い
う
記
事
か
ら
、
巻
第
一
は
こ
の
頃
に
は
す
で
に
失
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

た
め
、
林
羅
山
（
道
春
）
が
京
都
で
別
の
写
本
を
探
し
出
し
て
本
文
を
補
い
、
こ
れ
ら
を
五
山
僧
に
二
部
転
写
さ
せ
た
。
二
カ
月
ほ
ど
後

の
六
月
四
日
に
、
日
下
部
五
郎
八
を
通
じ
て
原
本
を
身
延
山
へ
返
還
し
、
巻
第
一
は
羅
山
に
返
さ
れ
た
。
転
写
本
は
閏
六
月
九
日
に
装
丁

が
仕
上
り
、
そ
の
日
の
う
ち
に
金
地
院
崇
伝
が
二
条
城
に
持
参
し
て
家
康
の
閲
覧
に
供
し
て
い
る
。
二
部
の
う
ち
、
一
部
は
閏
六
月
廿
二

日
に
禁
中
に
献
上
し
た
。

。
『
駿
府
記
』

。
『
駿
府
記
』

奏
一
、
被
し
進
二
内
裡
一
・

ｊ

（
慶
長
二
十
年
閏
六
月
廿
二
日
の
条
）

細く

両
伝
奏
干
二
二
条
御
所
一
参
上
、
被
二
謝
申
一
云
、
昨
日
将
軍
家
御
参
内
之
事
、
其
外
公
家
衆
多
伺
候
。
本
朝
文
粋
一
部
、
以
二
両
伝

（
慶
長
二
十
年
閏
六
月
九
日
の
条
）

…
金
地
院
、
持
二
本
朝
文
粋
両
部
一
、
備
二
御
前
一
・
件
本
者
、
従
二
甲
州
身
延
山
久
遠
寺
一
到
来
。
価
先
日
仰
二
五
山
僧
一
、
令
二
書
写
一

給
所
也
。
第
一
之
巻
不
足
之
所
、
道
春
於
レ
京
探
．
出
之
一
、
備
二
御
覧
一
・
価
急
可
二
写
補
一
由
、
仰
出
。
一
巻
出
来
奇
特
之
由
、
道

春
畢
蒙
二
御
感
醤
云
々
。

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

ノ
本
も
不
足
侯
ヲ
、
道
春
町
ニ
テ
尋
出
候
て
、
御
前
へ
被
し
上
候
ヲ
、
我
等
へ
被
し
下
候
。
今
度
写
候
二
部
共
二
全
部
也
。
道
春
尋

出
候
一
冊
ハ
、
道
春
へ
今
は
二
条
御
殿
に
て
返
す
也
。



羅
山
本
に
よ
る
補
写
を
、
巻
第
十
四
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
『
本
光
国
師
日
記
』
・
『
駿
府
記
』
で
は
「
ニ
ョ

リ
十
四
迄
十
三
冊
」
と
あ
り
、
不
足
し
て
い
る
の
は
「
第
一
之
巻
」
で
あ
る
。
ま
た
、
内
閣
文
庫
本
の
巻
第
十
四
を
身
延
本
の
本
文
と
比

較
す
る
と
か
な
り
異
同
が
み
ら
れ
る
の
で
、
身
延
本
の
補
写
部
分
の
本
文
が
、
内
閣
文
庫
本
の
写
し
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
補
写
云
々
の
記
述
は
巻
第
一
を
指
す
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
返
却
の
と
き
も
巻
第
一
を
欠
い
た
十
三
冊
で
あ
っ
た
こ
と
が
記

Ｊ

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
時
身
延
本
の
本
文
に
は
吟
陰
稽
の
手
を
加
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

細く

身
延
本
の
巻
第
一
の
欠
落
を
、
先
に
挙
げ
た
同
系
本
か
ら
補
う
に
あ
た
っ
て
は
、
静
嘉
堂
文
庫
本
が
文
永
の
奥
書
を
記
し
て
お
り
、
他

の
巻
を
親
本
と
比
較
し
て
も
か
な
り
忠
実
に
転
写
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
用
い
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

ｂ
巻
第
十
二
の
破
損

巻
第
十
二
の
後
半
部
分
に
は
、
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
る
虫
損
が
あ
る
。
巻
末
部
分
で
は
紙
の
上
部
四
分
の
一
が
失
わ
れ
て
い
る
ほ
ど

で
、
本
文
も
相
当
欠
損
し
て
い
る
。
虫
穴
は
二
十
五
紙
目
か
ら
目
立
ち
は
じ
め
、
以
後
最
後
の
四
十
四
紙
へ
近
付
く
に
し
た
が
っ
て
大
き

く
な
っ
て
い
く
。
旋
風
装
の
名
残
り
で
あ
る
紙
の
折
目
を
中
心
に
左
右
対
称
の
形
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
虫
損
は
冊
子
本
に
改
装
さ
れ

た
後
に
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
陽
明
文
庫
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
を
は
じ
め
と
す
る
身
延
本
系
の
転
写
本
は
、
す
べ
て
こ
の
虫
損
部

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

阿
部
隆
一
氏
は
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
麺
。

道
春
が
京
都
に
於
て
探
り
出
し
た
本
と
い
う
の
は
後
掲
の
羅
山
旧
蔵
内
閣
文
庫
現
蔵
本
で
あ
ろ
う
。
ま
た
家
康
が
道
春
本
に
よ
っ
て

身
延
本
を
補
写
せ
し
め
た
と
い
う
の
は
、
こ
の
本
の
巻
十
四
巻
首
目
録
と
巻
末
に
近
い
部
分
の
補
写
の
箇
所
が
そ
れ
に
該
当
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。



ｃ
巻
第
十
四
の
破
損
と
修
復

身
延
本
巻
第
十
四
は
、
全
四
十
二
紙
の
う
ち
、
巻
首
第
一
紙
か
ら
第
二
紙
ま
で
（
内
題
・
目
録
・
本
文
五
行
分
）
と
第
三
十
三
紙
か
ら

第
四
十
一
紙
ま
で
の
二
箇
所
に
わ
た
っ
て
、
建
治
書
写
の
本
文
が
大
幅
に
失
わ
れ
て
い
る
。
後
に
新
た
に
料
紙
を
補
い
、
本
文
が
補
写
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
ま
っ
た
く
筆
跡
が
異
な
り
、
ヲ
コ
ト
点
も
附
さ
れ
て
い
な
い
。
最
後
の
第
四
十
二
紙
は
建
治
の
も
の
で
、
文

永
の
奥
書
は
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
補
写
が
い
つ
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、
補
写
部
分
の
本
文
は
身
延
本
と
同
系
で
あ
る
の
か
と
い
う
点

そ
こ
で
、
同
系
本
の
中
で
は
比
較
的
書
写
年
代
の
古
い
陽
明
文
庫
本
・
静
嘉
堂
文
庫
本
の
巻
第
十
四
を
身
延
本
本
文
と
比
較
し
て
み
る

と
、
同
系
本
の
間
で
本
文
に
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
一
部
分
を
挙
げ
る
。
（
岩
波
新
古
典
大
系
本
・
作
品
番
号

４
１
４
．
行
数
は
作
品
毎
の
行
数
で
示
す
。
）

【
行
】
【
身
延
本
本
文
】
【
静
本
】
【
陽
本
】

題
名
同
院
周
忌
御
願
文
（
同
上
）
朱
雀
院

作
者
後
江
相
公
（
同
上
）
（
ナ
シ
）

２

普
賢
（
同
上
）
観
普
賢
経

が
問
題
と
な
る
。

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

分
を
欠
字
に
し
て
い
る
の
で
、
転
写
が
行
わ
れ
る
前
の
破
損
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
部
分
の
本
文
を
補
う
に
は
他
系
統
の
写
本
に

頼
る
ほ
か
な
い
が
、
身
延
本
系
を
除
く
と
、
巻
第
十
二
の
古
写
本
で
現
在
知
ら
れ
て
い
る
も
の
は
真
福
寺
所
蔵
種
だ
け
な
の
で
、
こ
れ
を

用
い
る
こ
と
に
な
る
。

(2IO)



陽
明
文
庫
本
と
身
延
本
の
間
で
は
異
同
の
総
数
が
四
百
以
上
の
多
数
に
の
ぼ
り
、
建
治
書
写
部
分
に
限
っ
て
み
て
も
三
七
三
箇
所
に
の

ぼ
る
。
陽
明
文
庫
本
の
他
の
巻
は
身
延
本
を
忠
実
に
転
写
し
て
お
り
、
異
同
も
少
数
な
の
で
、
右
に
挙
げ
た
数
は
単
な
る
誤
写
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
身
延
本
と
同
じ
奥
書
を
も
つ
同
系
本
で
あ
り
な
が
ら
、
巻
第
十
四
に
限
っ
て
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
系
統
の
本
文
な
の
で
あ

身
延
本
『
本
朝
文
粋
」
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

一
見
し
て
身
延
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
が
同
じ
本
文
で
あ
り
、
陽
明
文
庫
本
は
異
質
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
本
文
異
同
を
集

計
す
る
と
次
の
様
な
結
果
が
得
ら
れ
た
。

【
巻
十
四
異
同
数
】

11 10 9 8 5 3
陽
明
文
庫
本

静
嘉
堂
文
庫

般
若
心
等
経

千
手
観
世
音
菩
薩

院
司
所
令
勤
奉

皇
太
后
宮

大
略

娑
婆
電
泡
之
国総

数

四
三
四
箇
所

三
七
箇
所

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

（
同
上
）

補
写
部
分

五
七
箇
所

九
箇
所 絶太大也譽ヂ

シ
シ

(2II)



つ
ま
り
、
室
町
時
代
に
陽
明
文
庫
本
が
転
写
さ
れ
た
時
点
で
、
す
で
に
身
延
本
の
巻
十
四
は
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
破
損
し
て
い
た
。

そ
こ
で
、
書
写
者
は
こ
の
巻
の
み
他
の
系
統
の
本
文
に
よ
っ
て
補
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
陽
明
文
庫
本
巻
第
十
四
に
記
さ
れ
た
弘
安
九
年
（
一
二
八
六
）
の
本
奥
書
の
解
釈
に
も
、
問
題
が
生
じ
て
く

る
。
阿
部
隆
一
氏
は
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
身
延
本
が
弘
安
九
年
に
上
野
国
伊
野
郷
で
転
写
さ
れ
、
こ
れ
を
さ
ら
に
近
世
に
な
っ
て
か
ら

転
写
し
た
も
の
が
陽
明
文
庫
本
で
あ
る
と
し
て
い
麺
。
し
か
し
巻
第
十
四
の
み
が
身
延
本
と
系
統
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
の
奥
書
は
、
陽
明
文
庫
本
十
四
冊
全
体
の
書
写
年
次
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
巻
第
十
四
独
自
の
も
の
と
し
て
、
他
の
巻
と
切
り
離
し

て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
室
町
時
代
に
身
延
本
を
転
写
し
た
際
、
破
損
の
多
い
巻
第
十
四
本
文
を
補
う
た
め
に
用
意
さ
れ
た
、
ま
っ
た
く

別
系
統
の
写
本
の
奥
書
な
の
で
あ
る
。

次
に
、
静
嘉
堂
文
庫
本
に
目
を
向
け
る
と
、
異
同
数
が
全
体
に
少
な
く
、
身
延
本
の
建
治
書
写
部
分
も
補
写
部
分
も
、
と
も
に
静
嘉
堂

文
庫
本
と
同
じ
本
文
で
あ
る
。
補
写
部
分
ま
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
、
身
延
本
の
本
文
修
復
に
静
嘉
堂
文
庫
本
を
用
い
た
ケ
ー

ス
と
、
身
延
本
修
復
後
に
静
嘉
堂
文
庫
本
が
転
写
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
が
考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
場
合
、
同
系
本
を
用
い
た
修
復
に
よ
り
、

身
延
本
は
成
立
当
初
の
本
文
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
に
対
し
、
後
者
の
場
合
は
、
補
写
部
分
の
本
文
の
素
性
は
不
明
と
な

る
。
そ
こ
で
、
仮
名
点
や
ヲ
コ
ト
点
ま
で
詳
細
に
両
者
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
後
者
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
身
延
本
に
は

全
編
朱
筆
に
よ
る
ヲ
コ
ト
点
が
附
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
第
十
四
の
補
写
部
分
に
は
こ
れ
が
な
い
。
静
嘉
堂
文
庫
本
は
、
本
文
を
転
写
す
る

際
に
ヲ
コ
ト
点
の
移
点
も
同
時
に
お
こ
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
身
延
本
の
補
写
部
分
に
相
当
す
る
箇
所
に
限
っ
て
は
、
朱
点
が
ま
っ

た
く
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
静
嘉
堂
文
庫
本
が
、
破
損
す
る
以
前
の
建
治
書
写
本
文
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

》
《
》
。

身
延
本
「
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

(麺2）



は
有
り
得
な
い
。
室
町
時
代
末
期
に
静
嘉
堂
文
庫
本
の
転
写
が
な
さ
れ
た
時
に
は
、
す
で
に
身
延
本
の
本
文
は
修
補
さ
れ
て
お
り
、
書
写

者
は
建
治
書
写
部
分
も
補
臺
郡
分
も
区
別
す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
書
き
写
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
身
延
本
の
破
損
箇
所
を
ど
の
様
な
本
文
に
よ
っ
て
修
復
し
た
の
か
、
身
延
本
の
回
糸
本
文
に
よ
る
補
写
で
あ
る
の
か
ど

う
か
は
、
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
文
の
校
訂
作
業
を
進
め
る
場
合
、
底
本
と
な
る
テ
キ
ス
ト
は
な
る
べ
く
一
貫
し
た
本
文
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
点
で
身
延
本
は
や
や
疑
問
が
残
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
身
延
本
巻
第
十
四
は
、
か
な
り
早
い
時
期
に
破
損
し
て
お
り
、
そ
の
後
補
写
さ
れ
た
。
室

町
末
期
に
陽
明
文
庫
本
と
静
嘉
堂
文
庫
本
が
転
写
さ
れ
る
が
、
こ
の
補
写
部
分
の
扱
い
か
た
は
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
が
素
性
の
分
ら
な

い
補
写
本
文
を
嫌
っ
て
、
巻
第
十
四
に
限
り
別
系
統
の
写
本
（
弘
安
九
年
奥
書
本
）
を
底
本
と
し
た
の
に
対
し
、
後
者
は
補
写
さ
れ
た
部

分
も
そ
の
ま
ま
忠
実
に
転
写
し
て
い
る
。
補
写
に
用
い
ら
れ
た
本
文
が
身
延
本
系
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
不
明
と

身
延
本
は
、
中
世
の
あ
る
時
期
に
巻
子
本
か
ら
旋
風
装
へ
改
装
さ
れ
た
。
料
紙
に
残
る
折
目
か
ら
、
冊
子
本
で
あ
っ
た
時
の
サ
イ
ズ
は

縦
記
・
５
セ
ン
チ
、
幅
肥
・
４
セ
ン
チ
前
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
改
装
が
行
わ
れ
た
年
代
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
前

節
で
述
べ
て
き
た
本
文
破
損
と
の
前
後
関
係
は
あ
る
程
麿
罹
河
で
き
る
の
で
、
次
に
考
察
を
加
え
る
。

い
う
ほ
か
は
な
い
。

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

４
改
装
が
行
わ
れ
た
時
期

(麹3）



ｃ
巻
第
十
四
の
破
損
と
補
修

巻
第
十
四
は
巻
首
と
後
半
部
分
が
破
損
し
て
お
り
、
後
に
補
修
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
破
損
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
他
の
巻
の
巻
首
に

み
ら
れ
る
「
身
延
山
久
遠
寺
公
用
」
・
「
身
延
山
久
遠
寺
常
住
」
の
書
入
れ
が
参
考
に
な
る
。
巻
第
十
四
の
み
は
、
こ
の
書
入
れ
が
巻
末

に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
、
書
入
れ
が
行
わ
れ
る
以
前
に
巻
首
は
破
損
し
て
い
た
。
ま
た
、
巻
第
五
・
十
・
十
一

は
改
装
さ
れ
る
以
前
に
巻
首
が
破
損
し
て
お
り
、
同
時
に
書
入
れ
も
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
書
入
れ
が
な
さ
れ
た
の
は
、
改
装
前
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
改
装
さ
れ
る
以
前
に
巻
第
十
四
は
破
損
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ｂ
巻
第
十
二
の
虫
損

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
折
目
を
境
に
左
右
対
称
の
形
に
穴
が
開
い
て
い
る
の
で
、
改
装
後
に
受
け
た
傷
で
あ
る
。

室
町
末
期
の
転
写
本
も
、
こ
の
部
分
は
欠
字
に
し
て
い
る
の
で
、
改
装
は
そ
れ
ら
の
転
写
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
。

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

ａ
巻
第
五
・
十
・
十
一
巻
首
の
破
損

巻
第
五
・
十
は
巻
首
の
一
行
分
が
失
わ
れ
て
お
り
、
巻
第
十
一
は
第
一
紙
が
失
わ
れ
て
第
二
紙
の
目
録
途
中
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
が
改
装
後
の
破
損
で
あ
れ
ば
、
料
紙
の
折
目
は
中
途
半
端
な
位
置
に
付
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
た
と
え
ば
巻
第
五
の
場
合
巾
把
。

４
セ
ン
チ
の
冊
子
に
な
っ
た
後
に
第
一
行
目
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
巻
端
か
ら
始
め
の
折
目
ま
で
の
長
さ
は
そ
の
分
短
く
な
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
巻
端
か
ら
肥
・
４
セ
ン
チ
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
折
目
が
残
っ
て
い
る
の
で
、
改
装
さ
れ
た
時
に

は
既
に
破
損
を
受
け
、
現
在
と
同
じ
形
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

(2I4)



こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
伝
来
の
過
程
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
様
に
な
る
。

①
一
二
五
○
年
代
ご
ろ
、
北
条
時
頼
が
清
原
教
隆
に
命
じ
て
所
蔵
本
（
相
州
御
本
）
に
加
点
さ
せ
る
。

②
又
氷
六
年
か
ら
八
年
（
一
二
六
九
～
一
二
七
一
）
に
か
け
て
相
州
御
本
が
転
写
さ
れ
る
。
（
金
沢
実
時
に
よ
る
転
写
か
）

③
建
治
二
年
（
一
二
七
六
）
、
鎌
倉
二
階
堂
に
お
い
て
文
永
本
が
転
写
さ
れ
る
。
（
身
延
本
の
成
立
）

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

し
か
し
、
ま
た
一
方
で
、
破
損
し
た
ま
ま
冊
子
本
に
改
装
し
、
後
か
ら
巻
首
に
紙
を
つ
ぎ
た
し
て
補
修
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。
第
一

紙
と
第
二
紙
が
後
補
な
の
で
建
治
書
写
部
分
は
第
三
紙
以
降
で
あ
る
が
、
補
修
す
る
前
に
改
装
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
第
三
紙
が
第
一
ペ
ー

ジ
目
と
な
り
、
右
端
か
ら
肥
・
４
セ
ン
チ
（
一
ペ
ー
ジ
分
の
幅
）
の
位
置
に
折
目
が
つ
い
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
抵
白
は
岨
。

５
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ
れ
は
第
一
紙
の
端
か
ら
一
ペ
ー
ジ
分
毎
に
つ
い
て
い
る
折
目
の
、
丁
度
五
番
目
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
改
装
さ
れ
た
時
に
は
既
に
補
修
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
か
え
っ
て
改
装
時
期
を
確

定
で
き
る
の
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
身
延
本
を
巻
子
本
か
ら
旋
風
装
へ
改
装
す
る
時
に
、
同
時
に
巻
第
十
四
の
補
修
も
行
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
補
修
の
時
期
が
問
題
と
な
る
が
、
巻
首
の
補
修
部
分
を
見
る
と
、
内
題
の
前
に
か
な
り
広
く
白
紙
部
分
が
と
っ
て
あ
る
。
巻
端
か

ら
内
題
ま
で
蛆
セ
ン
チ
ほ
ど
の
幅
が
あ
り
、
端
か
ら
旭
・
４
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
、
内
題
の
直
前
部
分
に
折
目
が
残
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

白
紙
部
分
は
、
冊
子
本
に
し
た
と
き
丁
度
一
ペ
ー
ジ
分
と
な
り
、
第
二
ペ
ー
ジ
目
か
ら
内
題
・
目
録
が
始
ま
る
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
も
し
巻
子
装
の
時
に
補
修
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
の
余
白
を
設
け
る
の
は
不
自
然
な
の
で
、
修
復
は
改
装
以
後
と
い
う
こ

る
。
も
し
率

と
に
な
る
。

し
か
し
、

５
総
括

(2I5)



⑫
慶
長
二
十
年
四
月
二
日
、
江
戸
幕
府
へ
貸
出
す
。
幕
府
で
は
、
五
山
僧
に
二
部
転
写
さ
せ
る
。
こ
の
時
、
林
羅
山
は
京
都
に
お
い
て
巻

第
一
を
入
手
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
身
延
本
本
文
の
欠
損
を
補
っ
た
。
身
延
本
は
、
六
月
四
日
に
日
下
部
五
郎
八
を
通
し
て
返
却
さ
れ
る
。

⑬
昭
和
三
十
三
年
、
修
理
の
際
に
巻
子
本
に
改
装
さ
れ
る
。

以
上
『
本
朝
文
粋
』
の
古
写
本
中
、
最
善
本
と
目
さ
れ
る
身
延
本
の
伝
来
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
論
中
、
巻
第
十
四
の
補
写
本
文

は
系
統
を
確
定
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
『
本
朝
文
粋
』
の
本
文
価
値
を
論
ず
る
と
き
、
こ
の
点
を
常
に
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が

⑪
巻
第
一
が
散
快
す
る
。

⑧
巻
第
十
二
の
後
半
部
分
が
虫
損
に
よ
り
大
幅
に
損
傷
す
る
。

⑨
室
町
時
代
末
期
に
陽
明
文
庫
本
が
転
写
さ
れ
る
。
こ
の
時
、
巻
第
十
四
だ
け
は
他
系
統
で
あ
る
弘
安
九
年
奥
書
本
を
底
本
に
用
い
た
。

⑩
室
町
時
代
末
期
に
静
嘉
堂
文
庫
本
が
転
写
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
巻
第
十
四
の
補
写
部
分
も
忠
実
に
写
し
た
。
（
⑨
と
⑩
の
前
後
関
係
は

⑥
巻
第
五
・
十
・
十
一
の
巻
首
が
破
損
し
、
⑤
の
書
入
れ
が
失
わ
れ
る
。

■

⑦
巻
第
十
四
の
破
損
部
分
を
補
修
し
た
上
で
、
旋
風
装
に
改
装
さ
れ
る
。
こ
の
時
補
写
の
底
本
に
ど
の
よ
う
な
本
文
を
用
い
た
か
は
不
明

⑤
各
巻
の
巻
首
に
「
身
延
山
久
圭

た
た
め
、
巻
末
に
記
さ
れ
た
。

身
延
本
『
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）

④
巻
第
十
四
の
巻
首
が
破
損
す
る
。
（
こ
の
頃
同
時
に
巻
の
後
半
部
分
も
破
損
し
た
か
）

⑤
各
巻
の
巻
首
に
「
身
延
山
久
遠
寺
公
用
」
「
身
延
山
久
遠
寺
常
住
」
と
書
入
れ
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
巻
第
十
四
は
巻
首
が
破
損
し
て
い

不
明
）

で
あ
る
。

(麹6）



あ
る
。

〔
註
〕（
１
）
ａ
大
曽
根
章
介
氏
「
本
朝
文
粋
の
原
形
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
）

ｂ
拙
論
「
中
世
に
お
け
る
『
本
朝
文
粋
』
書
写
事
憎
の
一
側
面
１
１
未
紹
介
資
料
金
剛
寺
本
巻
八
・
大
谷
本
巻
六
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」

（
「
和
漢
比
較
文
学
』
第
九
号
・
平
成
四
年
七
月
）
参
照
。

（
２
）
身
延
本
の
紙
背
に
記
さ
れ
た
注
記
は
．
『
重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
下
冊
（
汲
古
書
院
昭
和
五
十
五
年
九
月
）
の
三
四
九
頁
に
翻
刻
さ
れ
て

『
新
訂
本
光
国
師
日
記
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
・
昭
和
四
十
三
年
）
『
駿
府
記
』
資
料
雑
纂
二
所
収
。

（
７
）
『
重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
下
冊
・
解
題
三
六
六
頁
。

（
８
）
愛
知
県
真
福
寺
に
は
鎌
倉
時
代
に
書
写
さ
れ
た
巻
第
十
二
の
巻
子
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
墨
筆
に
よ
る
声
点
・
返
点
・
仮
名
点
、
朱
筆
に
よ

る
ヲ
コ
ト
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
『
重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
下
冊
・
解
題
三
六
七
頁
。

へへへへ

6 5 4 3
ｰーｰー

引
用
文
献
。

『
重
要
文
化
財
本
朝
文
粋
』
下
冊
・
解
題
三
六
五
頁
。

巻
第
五
の
巻
首
は
第
一
紙
第
二
行
の
内
題
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
紙
端
に
第
一
行
目
の
書
入
れ
の
一
部
と
見
ら
れ
る
墨
跡
が
残
っ
て
い
る
。

「
平
々
他
々
…
」
と
い
う
記
述
に
関
し
て
は
註
１
ｂ
論
文
参
照
。

い
る
。

身
延
本
「
本
朝
文
粋
』
の
伝
来
過
程
（
中
尾
）
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